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村田　修 （種苗生産・養殖グループ，水産研究所）
クロマグロ等の魚類養殖産業支援型研究拠点は，ニュースレターVol.1にてご紹介しました通り，4つの

グループで構成されています。その中の種苗生産・養殖グループには，拠点内最多のメンバーが配置されて

おり，その研究場所も水産研究所の白浜，浦神，大島各実験場および農学研究科の4ヶ所にまたがります。

当グループは，これらに所属する教員9名とCOE博士研究員9名，大学院博士前期課程19名および後期

課程3名で構成されていますが，今回は，拠点形成から１年を経過し，軌道に乗り始めている現在の活動

状況をご紹介いたします。

COE拠点の中核をなす近畿大学水産研究所では，1948年の開設以来，一貫して水産増養殖分野におけ

る産学共同型の研究教育を実践してまいりました。これまでにブリ，マダイ，ヒラメなど，主要な食料対象

魚類約16種を研究材料として，その産業規模での生産技術開発を行い，わが国の魚類養殖界をリードして

まいりました。一方，難養殖種および難種苗生産種であるクロマグロについては，養殖研究開始以来32年

目となる2002年に初めて完全養殖に成功しましたが，産業規模での種苗生産技術の開発はこれからです。

これら経緯を踏まえ，COE拠点としてのクロマグロを中心にした最大

の課題は，その採卵技術や孵化仔魚から商品サイズまでの飼育技術開発

となります。本グループは，水産増殖学を支えている形態発育学，魚類

育種学，魚病学，魚類発生生物学，魚類環境生理学および分子生物学等

を専門とするかなり広範なメンバーで構成されており，重要魚類の成

熟・産卵・成育に関する発育，生理・生化学および育種学的検討を行う

とともに，産業化に不可欠な種苗生産技術の開発，および養殖技術の改

善と開発を目的とした研究に邁進しています。従って，これら各々の専門分野においては，教員，博士研究

員および大学院生が一丸となって，分野間の連携を密接に保ちながら実験を進めています。

クロマグロに関する研究では，各研究者がそれぞれの専門における基礎知見の集積を図るとともに，本年

7月に当グループが研究の推進役となり，環境保全・資源動態，飼料・食品安全・加工，および流通・経済

など他の3グループを交えての横断プロジェクトを立ち上げました。これは近畿大学水産研究所における

クロマグロ飼育実験基地となっている串本大島と奄美大島の2ヶ所を結ぶ大型研究で，まさに，クロマグ

ロ養殖産業支援に必要な技術開発を目指しています。当横断プロジェクトでは，成長および肉質に及ぼす和

歌山と奄美における漁場環境の違いによる影響を調査し，さらには同一漁場における大型生簀（直径35m）

と小型生簀（直径16m）との物理的環境の相違と行動の違いが，成長および肉質等へ与える影響を調べる

ことで養殖技術の開発を目指しています。

このように，本グループは拠点全体の要としての責任を自覚し，基礎知見集積のための個々の研究成果とと

もに，最終目標である産業支援型拠点としての成果を上げられるよう，日々の研究に邁進しているところです。

平成16年3月14日から18日にかけて，マレーシア国立サバ大学ボルネオ海洋研究所で開催された

Seminar on Research and Development in Fisheries & Marine Science 2004（第6回COEシン

ポジウム）に参加した。このシンポジウムは特に博士号を取得した若手研究者の教育活動の一環として行わ

れた。日本からの参加者は，報告者（江口充）を除いて全員が若手であり，本年3月に近畿大学大学院で

博士号を取得した大学院生2名（服部学・永田恵里奈），同9月に取得予定の大学院生１名（鈴木誉士），

近畿大学COE博士研究員3名（鳥澤眞介・川上　優・無津呂淳一）である。マレーシア国立サバ大学と本

学は本年に入って学術協定を締結しており，今回のシンポジウムはその学術協定に沿った事業でもあった。

魚類養殖の話題はいうまでもないが，サンゴ礁域における生物の多様性に関する話題や紅藻類から抽出し

クロマグロの受精卵

21世紀COEプログラム第5回シンポジウム「Seminar on Research and
Development in Fisheries and Marine Science, 2004 in UMS」

21世紀COEプログラム「クロマグロ等の魚類養殖産業支援型研究拠点」
種苗生産・養殖グループの研究内容の詳細と現況
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た化学物質の構造化学と利用に関する発表など，水圏科学に関する様々な研究分野の発表が行われ（日本側

から7題，マレーシア側から5題），参加者は50名を越え，活発な議論が行われた。サバ大学構内の魚類

養殖種苗センターの見学も行い，現場での討議も行われた。昼食時や夕食時には，マレーシアと日本の若手

研究者が個別に，より専門的な意見交換を行った。これらの討議を通して，近畿大学COEプログラムを柱

として，養殖関連科学に加えて，近畿大学とサバ大学が広く海洋科学の分野で共同研究を行っていく可能性

を共通認識として持てたことは大きな収穫であった。

すべての討議・会話が英語で行われたため，若手研究者の

中には相当苦労しているものもあった。当COEプログラムで

は世界に通用する若手研究者の育成ということを強く意識し

ている。今回のシンポジウムは当COEプログラムの目指す若

手研究者に対する英語教育の強化という面からも意義深いも

のであった。これを良い契機として，日本の魚類養殖や海洋

科学に関わる若手研究者が世界に活躍の場を広げてくれることを期待している。

2004年4月27日，農学部国際資源管理学科会議室において標記のシンポジウムを開催しました。今回

は3月8日から13日にかけて実施したオーストラリア調査の結果報告が主な目的でした。

1．オーストラリア調査の趣旨・概要　　　小野征一郎（流通・経済グループリーダー）

2．ミナミマグロ蓄養の歴史と現状　　　　宮下　盛（種苗生産・養殖グループ）

3．ミナミマグロ養殖業の現状と課題　　　鳥居享司（COE博士研究員）

4．オーストラリアにおけるアワビ養殖　　澤田好史（種苗生産・養殖グループ）

小野教授から今回の調査の趣旨等の説明後，宮下教授よりオーストラリアにおいてマグロ養殖が行われる

ようになった経緯・現状などが報告され，続いて鳥居研究員からはミナミマグロ養殖業の現状分析に関する

報告がありました。最後に，澤田助教授から我が国とは比べものにならない規模を誇るオーストラリアのア

ワビ（グリーンリップ）養殖の実態についての詳しい報告がありました。報告後は，環境管理の方法，漁場

ライセンスシステムの実態，マグロ・アワビ養殖業の将来展望，ヨーロッパなどの養殖事業との比較検討の

必要性など多くの議論が交わされ，予定時刻をオーバーする盛会でした。ともあれ，オーストラリアにおけ

るミナミマグロ，アワビ養殖調査は緒についたばかりであり，今後の精査を通じてより多くの研究成果が期

待されるところであります。

2004年6月3日近畿大学農学部202教室において標記のシンポジウムが開催され，大学研究者，企業

関係者，学生，教職員など162名にのぼる多数の参加者を得ました。熊井英水COE拠点リーダーの挨拶

にはじまり，マレーシア連邦国立サバ大学ボルネオ海洋研究所長 R.A.Rahman教授が“Marine Biodiversity

Research in Universiti Malayia Sabah”と題する基調講演を，また，同海洋研究所 瀬尾重治助教授，

水産研究所 A.K.Biswas COE博士研究員，池承哲COE博士研究員，および農学研究科 中原尚知COE博

士研究員により，マレーシア，バングラデッシュ，韓国および日本における最新の魚類養殖事情と社会背景

についての講演が行われました。Rahman教授の基調講演は熱帯海域

や海洋生物の鮮明な映像によって，資源保護に向けた早急な対策の必要

性を参加者に強く印象づけるものでした。最後に，COEプログラムお

よびサバ大学・近畿大学学術交流の益々の発展を期待するとの農学部研

究課長 岡本忠教授の挨拶で，本シンポジウムを終了しました。

21世紀COEプログラム第6回シンポジウム
「オーストラリアにおけるミナミマグロとアワビ養殖」

21世紀COEプログラム第7回シンポジウム
「魚類養殖をとりまく最新の情報－マレーシア・バングラデッシュ・韓国・日本－」



EFFECT OF PHOTOPERIOD MANIPULATION
ON PHYSIOLOGICAL ACTIVITIES OF
NILE TILAPIA Oreochromis niloticus

海洋生態系物質循環メカニズム解明へ
のプランクトン生態学的アプローチ

2004年7月15日に近畿大学農学部202教室において，本COEプログラムの種苗生産・養殖グループ

が企画したシンポジウム「クロマグロ研究の最前線」が開催され，大学研究者，企業関係者，学生，教職員

など210名もの参加者を得ました。まず，熊井英水COE拠点リーダーの挨拶の後，近畿大学水産研究所

の宮下盛教授が国内および海外におけるクロマグロ養殖の経緯と現状について講演しました。次に，水産研

究所の家戸敬太郎講師がクロマグロの成熟と産卵について，同研究所の澤田好史助教授がクロマグロの初期

発育と種苗生産について，農学研究科の石橋泰典助教授がクロマグロの環境ストレスと衝突死について，そ

れぞれ最新の研究成果を盛り込んだ講演を行いました。最後に水産研究

所の坂本亘教授によってバイオテレメトリーの最新技術を活用したクロ

マグロの生簀内での行動に関する研究の紹介が行われました。クロマグ

ロの種苗生産・養殖に関する問題点とそれを解決するための様々な取り

組みについての熱心な講演と質疑応答によって，参加者にはクロマグロ

の種苗生産・養殖研究の魅力が理解できたのではと思います。

2004年7月20日，農学部国際資源管理学科会議室において，流通・経済部門による「第9回近畿大学

COEシンポジウム」を開催いたしました。COEメンバー，大学院生等の参加を得て，約2時間にわたる報

告と議論がおこなわれました。

はじめに，近畿大学21世紀COEプログラム「クロマグロ等の魚類養殖産業支援型研究拠点」の拠点リ

ーダーでもある熊井教授から，シンポジウムの開催にあたってのあいさつと共に，プログラムにおける流

通・経済部門の位置づけについて，魚類養殖産業を支援・推進するにあたっては，生産物の「出口」の部分

について分析する必要があり，そこを担うのが流通･経済部門である，とのご説明をいただきました。

次に，小野教授からは，これまでの流通・経済部門の活動についての報告がありました。さらに，今後の

活動予定と絡めつつ，流通・経済部門による分析が持つ意義についてご説明いただきました。

そして最後に，UFJ総合研究所の有路氏から，マグロの消費についての報告がありました。高度な計量

経済学の手法を用いた分析によって，マグロ類の価格低下の原因，そしてその他の水産物との代替関係を明

らかにしており，非常に意義深い内容でした。

その後は議論の時間が設けられました。報告の内容についてはもちろんのこと，今後必要とされる分析の

方向性や，クロマグロ養殖産業の将来について活発な議論が交わされ，有意義なシンポジウムとなりました。

本COEプログラムでは，研究分野を超えた幅広い知識を備えた研究者の育成を目的として，5月から博

士研究員および大学院博士課程の学生によるCOEセミナーを近畿大学農学部および水産研究所で開催して

います。これまでのテーマおよび発表者は以下の通りです。

第1回 平成16年5月25日 補体成分の多様性からみた魚類の生体防御戦略 無津呂 淳一
第2回 平成16年5月26日 クロマグロの行動に与える視覚の影響と役割 鳥澤眞介
第3回 平成16年6月2日 甲殻類でメラニン生成を促進する意外な因子 足立亨介
第4回 平成16年6月9日 クロマグロ養殖経営の現段階における特質 中原尚知
第5回 平成16年6月16日 二枚貝の特殊な発生過程 石橋　亮
第6回 平成16年6月23日 Motion Modeling of Flexible Structures in Water Holger Korte
第7回 平成16年7月7日 平成15年度COE研究成果と平成16年度研究計画 川上　優

第8回 平成16年7月9日 A.K. Biswas

第9回 平成16年7月14日 中川至純
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21世紀COEプログラム第8回シンポジウム「クロマグロ研究の最前線」

21世紀COEプログラム 第9回シンポジウム開催報告（流通・経済グループ）

21世紀COEプログラム 学内セミナー開催報告



高木　力（環境保全・資源動態グループ，農学研究科）
2003年10/6～13にドイツロストック大学において開催された表記のワークショップに参加しまし

た。私は本COEプログラムの中で網生簀などの養殖施設構造の最適設計化を中心とした事業推進担当を担

当しています。この分野は養殖施設設計において解明すべき重要な課題として以前より取り組んできました

が，先般，採択が決定されたCOEプログラムにおいてこの研究の必要性がさらに高まることになりました。

COEプログラムでは世界的研究拠点に相応しい優秀な人材を国際的に募集し，優れた研究成果や若手研究

者育成を行う必要がありますが，表記のような水産施設などの分野を中心とした国際的研究集会は決して多

くありません。そこで今回の出張では水産施設のシステムデザインやエンジニアリングに関する研究者が集

う国際的にも数少ないこのワークショップを通して研究発表するだけでなく，国際的にCOEプログラムの

研究内容を広報宣伝する狙いもありました。

ワークショップ開催地のロストックはドイツ北東部のバルト海沿岸に位置する港湾都市で，ドイツ第二の

都市ハンブルグから列車で2時間半ほど東に行ったところに位置しています。古くからバルト海沿岸の貿

易ハンザ都市として開けましたが，ドイツ有数のリゾート地ヴァルネミュンデを擁する他，ロストック大学

を中心とした学術都市としての性格も持っています。会場となるロストック大学は創立が1419年ととて

も古く，ドイツで最も歴史のある総合大学の一つです。また，古くから工学部が設置され海洋・水産に関連

した物理・工学研究が行なわれてきました。

ワークショップにはイギリス，フランス，ノルウェー，ポーランドなどヨーロッパを中心に多くの水産研

究者が集い，アジアからは日本以外に韓国からも参加していました。研究発表で私は養殖施設に使用される

網地形状をコンピュータを用いて再現し，網地周辺の流況を数値流体力学によって推定する手法の紹介を行

いました。本研究はCOEプログラム研究の一部として実施するもので，この研究開発により養殖施設の最

適設計手法や流動環境を最適に制御するための予測手法の確立が期待されます。発表後，本研究に対しての

意見交換が行われましたが，ドイツロストック大学Paschen教授からは幸いにも本研究成果に対して高い

評価を得ることができました。教授は，網漁具の形状を推定する予測手法がまだ方法論的に一般化されてい

ない中で，その周辺の流れを把握する手法を確立しようという研究姿勢に共感してくれたようです。これか

らは互いに協力し合って効率的な研究を国際的にとり行うための協力体制を構築することを取り交わしまし

た。

今回はCOEプログラムに興味持つ優秀な人材を研究員として公募することを多くの研究者に知ってもら

うことも出張の大きな目的でした。ロストック大学のスタッフをはじめイギリス・アバディーン研究所の

方々など多くの研究者が本プロジェクトに興味を示してくれました。アバディーン水産研究所の研究者は

我々が開発した網地形状の数値シミュレーションモデルに強い興味を持ち，この計算モデルで解決すべき計

算の不安定性に対する問題に対する回避方法に対して研究協力できることを具体的に提案してくれました。

ヨーロッパでは北欧など蓄養殖システムの技術が発達しているせいか，養殖施設デザインについても関心が

高いことを改めて感じました。COEプログラムに強い関心を示した研究者の内の一人はその後実際に本プ

ログラムの博士研究員として活躍することになります。彼（Holger Korte博士［ロストック大学］）の紹

介は本誌の自己紹介に掲載されています。

今回，私達の研究を多くの国の人に知ってもらえただけでなく，国際的な人材を集めることができたことは出

張の一番の成果であったと考えています。来年またこのワークショップが開催されることになりますが，この

2年の間にCOEプログラムで得られた成果が実を結び充実した研究発表が再び行えることを願っています。
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国際ワークショップ「海洋・水産の生産技術の開発と評価手法について」
（ドイツロストック大学）参加報告



石橋泰典 （種苗生産・養殖グループ，農学研究科）
フィンランドのトゥルク大学において2004年5月25日～28日に開催された国際魚類免疫シンポジウム

に参加し，発表しました。私は本COEプログラムの中で，養殖魚の環境生理解析を担当しています。具体的に

はクロマグロを始めとする様々な養殖魚について，産業的に優れた飼育管理技術を開発するため，飼育環境か

ら生じる様々な魚のストレスを検出・解析しています。特に最近は，種苗生産過程で生じる仔稚魚のストレス

応答を中核にして研究を進め，他のCOEプロジェクトメンバーと共同でストレス反応と免疫システムの関係に

ついても検討を始めているところです。今回のシンポジウムでは，ヒラメの免疫系を抑制するコルチゾル-スト

レス反応の個体発生を中心に発表しました。また，コルチゾルの作用を明確にするため，コルチゾルを浸漬投

与した時に生じる様々な生体機能の変化を分子生物学的手法を用いて調べ，同様に報告しました。発表に際し

ては多くの質問や意見が寄せられ，非常に有意義な討論ができました。他の発表では，遺伝子発現を指標とし

た海産仔稚魚の免疫システムの個体発生や仔魚の免疫賦活剤の効果など，種苗生産の最重要課題に関する基調

講演とともに，ストレスホルモンと免疫系についての分子レベルの最新研究等，貴重な情報が多数入手できま

した。本シンポジウムでは，ノルウェー，フィンランド，スウェーデン，イギリス，スペイン等のヨーロッパ諸国

を中心に，日本，中国，韓国，イラン等の多くの研究者が参加し，世界の種苗生産に関する様々な情報交換がなさ

れました。国内外における研究者との交流を含め，今後のCOE研究遂行に寄与できる大変有意義な内容でした。

教授　坂本　亘（環境保全・資源動態グループ，水産研究所）
目　的
近年海洋生物行動を解明するためのバイオテレメトリーが急速に発達してきた。一般には自然界における

海洋生物の生態を解明するのに用いられているが，養殖魚についてもさまざまな応用が考えられる。共同研

究の最初に熱帯域の重要養殖魚の産卵生態解明にデータロガを用いることにした。

ロガは平成16年4月20日から25日にかけて，マレーシアサバ大学ボルネオ海洋研究所で養殖されて

いるアカメ成魚2尾（♀，♂）とジャイアントグルーパ成魚2尾（♀，♂）に装着された。この2魚種は，

産卵について明確な周期が示され，新月と満月の翌日必ず産卵する。しかしそのルナサイクルを引き金とす

る生理的メカニズムは不明である。考えられる仮説は，１）積算水温一定となるリズムと月齢が一致するこ

と，2）地磁気の変動周期がセンサーとして機能することなどがあげられる。特にボルネオ島は磁気赤道に

位置し，磁束密度が小さくてその変動は月齢により影響を受けることが考えられる。

方　法
すでに白浜養殖施設における行動実験から，ブリの体温でも環境水温より平均0.4℃高く保たれている

ことわかっているので，過去の自然水域での情報を当てはめるよりは，飼育条件下での基礎情報収集から始

めることにした。ロガにより得られるデータは2分間隔の体温，遊泳水深，環境水温である。熱帯域であ

るため環境水温は周年一定で，水質管理は陸上飼育であるため潮汐とは無関係に行われている。孤立した陸

上水槽内では，もし産卵に伴って体温が上昇すれば産卵時刻が推定でき，体温を変化させるための遊泳行動

記録も示されるはずである。これらの記録は6月22日以降に取り出され，メールにより関係者に送付され

て，今後の研究計画を決めることになっている。

今後の予定
地磁気の回遊・遊泳への影響は，2003年以降いくつかの魚種により報告され始めた。地磁気との関係

が明らかになった際には，ニジマスで解明されたように鼻腔上皮細胞にあるマグネタイト列などの有無を検

出し，学術上の成果を上げると同時に，磁力による産卵制御など養殖業面での応用も考慮する。また近年こ

れらの機器による水産資源管理が，欧米を中心に活発化している。日本でも私が会長となって取りまとめて

いるAsia Aquatic Biotelemetry を発展させるため，組織委員の荒井修亮氏（京大・情報）をバンコック

からサバ大学に来てもらい，近畿大学と学術協定を結んでいるボルネオ海洋研究所にも参加協力をお願いし

た。本年度のアジアにおけるバイオテレメトリーによる成果（Wild life, Aquaculture, New device）に

ついて，後述の国際研究集会を12月にバンコックで開催する予定である。
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第6回国際魚類免疫シンポジウム参加報告（フィンランド・トゥルク大学）

データロガによる養殖魚類の産卵行動解析（マレーシア・サバ大学）



本COEプログラムでは，昨年度と今年度合わせて20名の博士研究員を採用しました。着任以来，それ

ぞれの分野で熱心に研究活動に取り組んでおります。今回はその内の6名の自己紹介と，全員の研究テー

マを紹介します。

●無津呂　淳一
（所属：種苗生産・養殖グループ，水産研究所白浜実験場）

研究テーマ「養殖魚の初期発生における遺伝子・タンパク質発現の網羅的解析」

「ウイルス疾病防除に関与する生体防御因子の同定」

近畿大学水産研究所（白浜）の無津呂淳一です。出身大学は九州大学で，大学院在学中は魚類の生体防御

機構の解明を目的に非特異的な防御機構である補体の多様性について研究していました。2002年3月に

学位（農学）を取得後，2002年１0月から約１年間は，博士研究員として三重大学サテライトベンチャ

ービジネスラボラトリーで，「ゼブラフィッシュによるトキシコゲノミクス研究」ということで魚類胚を使

った化学物質の評価系の開発に携わっていました。そのときの指導教官である田丸　浩先生から「魚病感染

防御抗原を表層提示した酵母を用いた経口ワクチンの開発」というテーマで共同研究を行うということでご

紹介を受けたのが現在の指導教官である家戸敬太郎先生であり，それが近畿大学COEプログラムの博士研

究員に応募するきっかけとなりました。

種苗生産グループとしてCOEプログラムでは，「マダイの脊椎骨形成異常発生メカニズムに関する研究」

に携わっており，現在は，マダイ初期発生段階のcDNAライブラリー作成を行っています。また上記のよ

うな経緯から魚類の免疫機構についても研究していく予定であり，魚類養殖技術の発展に貢献できるよう努

力していくつもりです。最後になりましたが，魚類研究を行うにあたりこのような恵まれた環境を提供して

くださった先生方に感謝致します。今後もご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

●池　承哲
（所属：飼料・食品安全性・加工グループ，水産研究所浦神実験場）

研究テーマ「飼料への天然植物資源（Medicinal Herbs）添加による

魚類の成長と活力改善に関する研究」

私は韓国のハワイと呼ばれる幻想の島である韓国の済州島で生まれました. 高等学校までは済州島で過ご

し，大学と修士, 博士過程は麗水大学で終えました。6年前に近畿大学水産研究所を初めて訪問した時，いつ

かはこちらで研究したいという希望を持って韓国に帰りました。今，熊井先生をリーダーにした近畿大学の立

派な研究者たちとともに研究できることがとても嬉しいです。私の主要研究テーマはハーブの飼料内添加効

果とクロマグロの配合飼料開発であり, COE研究に少しでも役に立つことができるように最善をつくします。

また, 小学校同窓である妻, 娘, 息子などうちの家族たちは滝井先生を含めた研究所職員たち,下里の住民

たちの多くの関心と思いやりで楽しい日本生活を送っています。
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COE博士研究員紹介
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●鳥居享司
（所属：流通・経済グループ，農学研究科）

研究テーマ「マグロ養殖業を活用した漁村・漁業の活性化」

2004年1月から近畿大学COE博士研究員として着任しました鳥居享司です。2001

年に広島大学で学位【博士（学術）】を取得しました。いっこうに釣果のあがらない海釣

りとオレ竜・ドラゴンズの応援を日々の楽しみとする愛知県人です。

さて，これまの研究活動では「漁村・漁業の活性化」をテーマにしてきました。周知のように漁業経

営は非常に厳しい状況下におかれています。水産資源のみに依存した漁業生産だけでは限界を迎えてい

るのではないか？という問題意識のもと，漁村に広がる自然・文化・社会・人といった多様な地域資源

を有効活用した漁業・漁村の活性化策を考えてきました。この研究分野について若干の評価を受け，

2003年5月漁業経済学会より奨励賞をいただくことができました。これを励みにいっそう研究活動に

没頭しているところであります。紙面の都合上，詳細は省きますので上記の研究内容に興味のある方は

http://pyon29.hp.infoseek.co.jp/newpage204.htmをごらんください。

着任以降はオーストラリアにおけるミナミマグロ養殖業の現状と課題の解明を研究テーマにしてきまし

た。養殖地であるポートリンカーンで実態調査を進め，現在その内容を投稿論文として整理しているところ

です。今後は「マグロ養殖業を活用した漁村・漁業の活性化」というテーマで研究活動を行う計画を立てて

います。COEプログラムを通じて多様なアプローチでマグロ養殖業について研究が進められています。で

は，こうして研究が進められているマグロ養殖業は果たして漁業経営や地域経済にどのくらいの経済的利益

をもたらしているのでしょうか。長崎県対馬美津島漁協を事例にとりあげ，マグロ養殖業が漁業者や漁協に

いかなる経済的インパクトを与えているのかを検証する予定です。長崎県のマグロ養殖事業に対する支援体

制と「中核的漁業者協業体」としての取り組みなどにも注意を払い，マグロ養殖事業が漁村の活性化に果た

す役割を究明していきます。

●Holger Korte
（所属：環境保全・資源動態グループ，農学研究科）

研究テーマ「Mathematical modelling and motion computations of 

flexible structures」

Dr. Holger Korte comes from the University of Rostock (Germany), Institute of Automation, and is a specialist
for maritime motion problems and navigation. He wrote his dissertation thesis about the motion description and

automatic path control of an unmanned mine hunting system consists of a ship, a towed submarine sensor

carrier and a flexible tow cable connection. The cable was also the communication link between the solid

bodies to change the necessary measurement data and controlling values.

Since February 
，
04, Dr. Korte works as postdoctoral student of the 21st century CoE-program‘Centre of

Aquaculture Science and Technology for Bluefin Tuna and other Cultivated Fish
，

in the laboratories of fishing
technology.

Mathematical modelling and motion computations of flexible structures are his main investigation tasks in the
research program. In the first phase of investigations, the NaLA model to calculate set net motions and other

netlike structures was verified with theoretical methods on the basis of the principle of energy conservation and

former measurements of a stick chain movement in water. During the theoretical calculations a mathematical

regularity was found to transform inertia values into other coordination systems. In the working group of Prof.

Takagi, a new theory was developed and proved to formulate motion equations of netlike multi-body systems.

The algorithm, which simplifies the motion equations and reduces the numerical structure by using the new

matrix transformation law, will be implemented in the dynamical net calculation program NaLA in the next period.

At present the possibility of an application of the new theory for the research field of the aquatic bio
mechanics is examined. So the scientists think about the physical problem of tuna thrust and develop a

simulation model based on a block orientated multi body system using the graphical program system

SIMULINK.



●吉川　尚
（所属：環境保全・資源動態グループ，農学研究科）

研究テーマ「養殖水域の水質形成・物質循環に関する研究」

近畿大学COE博士研究員の吉川尚です。東京大学で博士号（農学）を取得後，同アジ

ア生物資源環境研究センター研究機関研究員を経て，2004年2月から現職に就いてお

ります。専門は，植物プランクトンの基礎生産，特に光合成色素による光吸収，暗反応系における糖類生産

といった光エネルギー利用過程です。野外調査を主な手法とし，南極海，北太平洋亜寒帯域，ベーリング海，

三陸沖，東シナ海，日本海，マニラ湾等における研究航海に参加しました。岩手県大槌湾では，環境収容力

の評価を目的として，大規模に養殖されているワカメと春季ブルームを起こす植物プランクトンの基礎生産

を測定し比較する研究を行いました。

現在のCOEプログラムでは，微生物群集が養殖水域の水質形成・物質循環に果たす役割について，研究

を行っています。具体的には，微生物群集の組成（ウイルス，細菌，従属栄養性微小鞭毛虫，植物プランク

トン），光合成・呼吸速度，残餌・排泄物・プランクトン等有機物の堆積・無機化速度を調べています。今

後とも，皆様のご指導，ご協力を宜しくお願い致します。

●大谷　哲
（所属：種苗生産・養殖グループ，農学研究科）

研究テーマ「始原生殖細胞を用いた新しい養殖技術開発」

平成１6年3月より近畿大学COE研究員として働いております，大谷哲です。北海道

大学大学院で2002年3月に博士（水産科学）を取得後，北海道教育大学非常勤講師，

私立函館白百合学園中学高等学校講師などを経て，現職に至っております。

私は大学，大学院を通じて「水産有用種における借り腹養殖技術開発に関する研究」に携わり，その中の

「魚類始原生殖細胞（PGCs）の生殖腺への移動機構の解明」に関する研究を行ってきました。魚類の初期

発生胚は卵黄の割合や胚盤の形状などが様々で，そのため発生胚の形状も多様性に富んでいます。そのため

魚類のPGCsがどのような機構で，どのような経路を辿るのかを，多数の発生学的知見が得られているゼ

ブラフィッシュと近縁のキンギョを比較材料に用いて調べていきました。その結果，初期胚の細胞運動の違

いが初期分布の違いに繋がり，その違いが後の胚体形成の際の大きな差に繋がっている可能性が示されまし

た。学位取得後は，これまでに得た知見をニシンやタラなどの産業有用種に応用するための技術開発を行っ

てきました。

現在，COEプログラムではこれまでの知見をクロマグロ，マダイ等に応用することを主に行っておりま

す。魚類は種間差が大きいために，ある種で得られた知見がすぐ他種に応用できるとは限りません。特に初

期胚の場合，上記の他にも卵膜の性質などの違いが，初期胚からのPGCsの単離および移植に大きな影響

を与える要因となります。特に海産魚における初期発生過程の知見は乏しく，胚操作等の発生工学を適用す

るための技術開発も遅れています。そのため基礎的な知見の集積から始めなければいけない部分もあります

が，非常にやりがいのある仕事だと思っております。

借り腹養殖技術は，養殖集団における育種の効率化が望め，増殖集団においては多様性が確保されるとい

う利点を兼ね備えた，大いなる可能性を秘めた技術です。この技術がクロマグロ養殖に対する一助となるよ

う努力していきたいと思っております。

【種苗生産・養殖グループ】

水産研究所白浜実験場

足立亨介　　水産物の色彩，成長および疾病に関する生化学的研究

石橋　亮　　クロマグロおよび養殖魚類等の産卵個体判別に関する研究・人工孵化交雑魚類の遺伝的　

特性に関する研究

中川至純　　微生物生態学的アプローチによる仔魚初期飼育技術の開発

21
st
 C
en
tu
ry
 C
OE
 P
ro
gr
am
 |
 K
in
ki
 U
ni
ve
rs
it
y 
| 
Ne
ws
 l
et
te
r 
Vo
l.
2 
Au
gu
st
 2
00
4

9



水産研究所大島実験場

服部　学　　養殖魚の骨異常を誘導する環境要因特定とその誘導の分子機構解明

農学研究科

川上　優　　水産対象魚種を用いた卵内への甲状腺ホルモン取り込み機構と卵仔魚期における甲状腺

ホルモン産生・輸送機能の形成過程の解明

松浦良太　　クロマグロにおける網様体脊髄路ニューロンの特性と発達過程の解析

松原和純　　クロマグロを始めとした養殖魚の核型分析及び染色体地図の作製

【環境保全・資源動態グループ】

水産研究所白浜実験場

高志利宣　　環境変動が養殖魚類の行動・肉質に及ぼす影響

農学研究科

鳥澤眞介 クロマグロの行動に与える視覚の影響と役割に関する研究

永田恵里奈 病原性細菌の非培養系による検出方法の確立－冷水病原因菌を例として－

【飼料・食品安全性・加工グループ】

水産研究所浦神実験場

Amal Kumar Biswas

農学研究科

中村好徳　　完全養殖クロマグロ肉質特性の解明

【流通・経済グループ】

農学研究科

中原尚知　　クロマグロ養殖経営の存立条件－クロマグロ養殖業の展開過程と経営実態－

山本尚俊　　養殖マグロの流通特性と価格形成要因に関する研究

－養殖マグロの市場拡大と量販店の仕入・販売行動に関する研究－

マグロ類の資源管理，養殖場環境，養殖施設に関する国際シンポジウム
本COEプログラムの資源動態・環境保全グループが企画するマグロ類の資源管理，養殖場環境，養殖施

設などに関する国際シンポジウム「Stock Enhancement and Aquaculture Technology」を下記の日

程で開催する予定です。アジア，ヨーロッパ各国から，第一線で活躍する研究者の講演が予定されています。

また，11月10日の夜にCOE関係の大学院学生，PDのポスターセッションを予定していますので，関係

各位は奮って参加してください。

1．シンポジウムのテーマ

Session1:Tuna resources problem (resource management, fishing impact, fishing technology,

fish resource sustainability)

Session2:Environmental impact in aquaculture field (social science, some biological aspect)

Session3:Engineering problem (optimum design of aquaculture system, system analyses,

modeling)

Session4:Others (mainly other biological aspects）

2．期間：2004年11月10－11日

3．場所：近畿大学Novemberホール（小ホール）

4．連絡先：近畿大学大学院農学研究科水産学専攻　教授　山根　猛（yamanety@nara.kindai.ac.jp）
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TOWARDS THE PRODUCTION OF LARVAL FEED
FOR MASS PRODUCTION 
OF BLUEFIN TUNA, Thunnus orientalis

21世紀COEプログラム国際シンポジウム開催予定



（水産研究所・坂本　亘）
東南アジアの大型水生生物の生態についてはほとんど解明されていない。ASEAN水域における大型水生

生物の代表的なものとしては，淡水魚では体長3mにも達するメコンオオナマズ，海洋生物ではジュゴン，

ウミガメ類，サメ類，ミナミマグロなどがあげられる。私の参加している国際共同研究グループは，

2000年から日本学術振興会科学研究費（国際共同研究）の支援を受けて，ASEAN水域における大型水

生生物に小型記録機器を装着して回遊経路，摂餌行動，産卵生態などの解析を試みている（バイオロギング

研究）。現在実施されている研究対象種は，ジュゴン，ウミガメ類，メコンオオナマズであり，今後はサメ

類，マグロ類についても機器装着を検討している。中でもジャワ海はミナミマグロの産卵場として知られ，

インドネシアは台湾資本を導入して，本種の蓄養を試みようとしているためこの研究に対する関心は高い。

現在オーストラリアを中心として進められているミナミマグロの資源管理に，新たな変化が起こることも予

想される。

上記の生物装着記録機器研究成果の検討と翌年度の研究計画を作成するため，毎年12月研究集会を開催

している。今年はタイ国バンコックで行う予定である。研究集会（SEASTAR2000）には日本と

SEFDEC,タイ国以外に，インド，ミャンマー，マレーシア，ベトナム，ブルネイ，カンボジア，インドネ

シア，イタリアのほかNGOの研究者が参加する。今年は関連するいくつかの研究会や拠点研究（COE）が

合同でジョイントシンポジウムを開催することにした。参加機関は近畿大学水産研究所（COE），京都大学

情報学研究科（COE），日本学術振興会バンコック研究連絡センター，日本バイオロギング研究会，および

タイ資源環境省である。以下に日時と場所を紹介する。

「SEASTAR2000ジョイント国際研究集会」
1．期間：2004年12月13日～15日

2．場所：インペリアル タラ ホテル（The Imperial Tara Hotel）

（http://imperialhotels.com/tara/index.html）

18/1 Sukhumvit Soi 26, Bangkok 10110, Thailand

3．参加条件：小型記録計による水生生物研究成果発表

4．参加・講演要旨締切：2004年9月30日

5．発表：英語

6．提出先：京都大学情報学研究科　生物圏情報学講座海洋生物情報学研究科　荒井修亮
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COE「クロマグロ等の魚類養殖支援型研究拠点」
ジョイント国際共同研究集会

COEニュース編集後記
本COEプログラムもスタートしてからまもなく1年を迎えようとしています。海外および国内でのシンポジウムや，公

開セミナー，学内セミナーの開催，4つのグループ間の横断研究プロジェクトの立ち上げなど，いよいよ研究拠点形成

に向けての本格的な活動が行われるようになりました。今年も昨年同様に，水産研究所大島実験場および奄美実験場

の両方でクロマグロの産卵が始まり，種苗生産・養殖に関する様々な実験がスタートしています。また，7月末に奄美

実験場でクロマグロ4歳魚のサンプリングを行い，合計6尾を釣り上げたのですが，最大個体は全長210 cm，体重

175 kgでした。驚異的な成長です。クロマグロは，ハマチやマダイなどの一般的な養殖魚に比べて非常に扱いが困難

で，スレやすいために体重測定ができないなど研究を進める上での大きな障壁が存在しますが，COE研究グループの

総力を挙げてこのような問題を解消しながら養殖産業に有用な成果を示していければと思います。 （家戸）
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